
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度以降

目標（プログラム）
継続・終了

（11月～12月頃）

目標（プログラム）
継続・終了

（3月～4月頃）
4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（3月～4月頃）

戦略推進会議のスケジュールについて①

既存プロジェクト
開始

自己評価
（1月）

戦略推進会議
（３月）

自己評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（３月）

JST
（目標
1・2・3・６）

AMED
（目標７）

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価

健康・医療
戦略本部会合

外部評価
（～10月頃）

戦略推進会議
（11月頃）

外部評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（2月頃）

自己評価
（1月）

NEDO
（目標４）
BRAIN
（目標５）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（3月～4月頃）

戦略推進会議
（1月） 目標（プログラム）

継続・終了
（3月～4月頃）自己評価

戦略推進会議

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価

戦略推進会議

外部評価

自己評価

戦略推進会議

自己評価
（1月）

戦略推進会議
（３月）

自己評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（3月）

自己評価

戦略推進会議

外部評価
（～11月頃）

戦略推進会議
（３月）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定

（３月頃）

自己評価
（1月）

戦略推進会議
（3月）

自己評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（2月頃）JST（新目標８・９）

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価外部評価

戦略推進会議
戦略推進会議
（３月）

※研究開発の
進め方

戦略推進会議

自己評価

戦略推進会議
（9～12月）

戦略推進会議
（9～12月）

戦略推進会議
（9～12月）

目標（プログラム）開始※
（6月）

追加プロジェクト
開始（目標1,3,6)

既存プロジェクト
開始

追加プロジェクト
開始(目標4)

追加プロジェクト
開始(目標7)

既存プロジェクト
開始（3～4月）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（12月頃）

補正
予算

補正
予算

補正
予算

戦略推進会議
（９月）

戦略推進会議
（９月）

戦略推進会議
（９月）

4

4



R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度以降

戦略推進会議のスケジュールについて②

自己評価
（1月）

NEDO
（目標４）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（3月～4月頃）

戦略推進会議(第7回) 
（1月）

目標（プログラム）
継続・終了決定
（3月～4月頃）

自己評価

戦略推進会議

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価外部評価
（～11月頃）

戦略推進会議(第4回)
（３月）

戦略推進会議(第1～3回)
（9～12月）

既存プロジェクト
開始

追加プロジェクト
開始

補正
予算

戦略推進会議（９月）

自己評価
（1月）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（3月～4月頃）

戦略推進会議(第7回)
（1月）

目標（プログラム）
継続・終了決定
（3月～4月頃）

自己評価

戦略推進会議

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価外部評価
（～11月頃）

戦略推進会議(第4回)
（３月）

戦略推進会議(第1～3回)
（9～12月）

既存プロジェクト
開始

補正
予算

13プロジェクトで開始

５プロジェクト追加

10プロジェクトで
開始

自己評価
廃止・統合決定

FS
本格実施

８プロジェクトに
整理

5

BRAIN
（目標5）

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

5



第７回戦略推進会議の進め方

○ 研究推進法人は、外部有識者による評価体制を構築し、外部評価を実施する。
○ 外部評価の実施時期は、原則として、研究開始時点から３年目及び５年目とし、５年を越えて継続す
ることが決定した場合には、８年目及び１０年目とする。プロジェクトの特性に応じ、研究推進法人が評
価時期を早める必要があると認める場合には、あらかじめ適切な時期を設定する。

○ 研究推進法人は原則として毎年度（外部評価を行う年度以外）、次項で定める評価基準を踏まえて
自己評価を行い、その結果を戦略推進会議及び関係する構想を策定した関係省庁に報告する。その
際、必要に応じて外部有識者の意見も聴くこととし、その場合には、併せてその意見の内容や自己評価
への反映の状況を報告する。

ムーンショット型研究開発制度の運用・評価指針（抜粋）

第７回会議の議論

• プログラム及び各プロジェクトに関する外部評価結果
• ポートフォリオ見直し案
• 今後のプログラムの進め方

○NEDO及びBRAINから以下の事項について説明

 今年度が研究開始３年目である、NEDO及びBRAINより、３年目の外部評価結果及びそれを踏
まえたポートフォリオ見直し案を報告

○NEDO及びBRAINに対して助言等
ムーンショット目標達成に向けて、全体俯瞰的な視点から、
• 各事項は妥当か
• 修正・改善すべき事項はないか
• その他、気づきの点

左記視点に基づき助言し、
助言に対応することを前提に承認
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